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人　口

　男

　女

世帯数

6，220人（一4）

3，000人（＋3）

3，220人（一7）

1，753戸（＋1）

63年1月1日現在人口

　　（　）は対前月比

63

2

牧＊かるた実会
　第13回牧水かるた大会が、／月6日開催されました。

　当日は、町内の小学校から30チーム150名、中学校15チーム

75名の合計225名が参加して＼団体と個人の優勝をめざして熱

戦が繰り広げられました。

　結果は、団体の部では、小学校が埠谷小Aチー▲、中学校は

東郷中Aチームが、また、個人の部は、小学校で田辺亜紀さん

（福瀬小6年）、中学校は川越洋二君（嘩谷中2年）が、それぞ

れ優勝しました。
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昭和63年2月号の、
つ

こ“、
つ

と報町

彗
一
警
舞

乳
輪
属
税
の
申
告
梱
談

護
琶
畦
脅
博
蓬
奢
B

2
月
1
0
日
か
ら
3
月
1
0
日
ま
で

　
今
年
も
町
県
民
税
と
国
民
健
康
保

険
税
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
現
在
で

町
内
に
居
住
す
る
人
は
、
昭
和
六
十

二
年
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一

日
ま
で
の
一
年
間
に
生
じ
た
所
得
に

つ
い
て
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
申
告
相
談
は
、
別
表
一
の
日
程
表

に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
お

金
を
借
り
る
場
合
、
あ
る
い
は
福
祉

年
金
等
を
受
給
す
る
場
合
に
所
得
証

明
が
必
要
で
す
の
で
、
所
得
の
な
い

人
も
、
も
れ
な
く
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
も

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
の
と
き
に
は
、

①
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
名
・
作
付

面
積
が
明
ら
か
な
も
の
（
あ
ら
か
じ

め
申
告
計
算
書
を
配
布
し
ま
す
の
で

記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
）

②
農
作
物
（
し
い
た
け
、
み
か
ん
、

柿
、
栗
、
野
菜
等
）
の
収
量
や
販
売

金
額
を
証
明
す
る
も
の
（
出
荷
証
明

書
）

別表1

昭和63年度町県民税・国民健康保険税申告相談受付日程表

③
養
蚕
の
繭
売
渡
し
精
算
書
（
各
蚕

期
別
）

④
肉
用
牛
の
セ
リ
市
場
に
お
け
る
売

渡
し
証
明
書
（
百
万
円
未
満
の
子
牛

に
つ
い
て
は
、
家
畜
市
場
の
売
却
証

明
書
が
あ
れ
ば
「
免
税
所
得
計
算
」

の
適
用
が
あ
る
。
V

⑤
出
稼
ぎ
や
日
稼
ぎ
を
さ
れ
て
い
る

人
は
、
事
業
主
か
ら
の
賃
金
等
の
支

払
い
明
細
書
（
給
与
支
払
報
告
が
さ

れ
て
い
る
人
は
不
要
）

⑥
各
種
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は

六
十
二
年
中
の
年
金
支
払
通
知
書

⑦
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
立
木
の
売

却
、
貸
家
等
の
あ
る
人
は
、
収
入
・

支
出
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
。
　
（
公

共
用
地
の
買
収
に
よ
る
補
償
の
場
合

も
必
ず
申
告
の
こ
と
）

⑧
そ
の
他
所
得
の
あ
る
人
は
、
収
支

の
明
ら
か
な
も
の
（
家
計
簿
、
日
記

ノ
ー
ト
類
）

⑨
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も
の

（
農
機
具
・
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
等
の

購
入
費
、
雇
人
費
、
土
地
改
良
費
、

曜
日
時　　間

申　告　相　談　該　当
月　日

区名 組　　合　　名
場　　　　所

2月10日 水 9：30～15：00 小野田 上下1・2・中・上・住宅

12日

19：30～12：00 大谷 役　場　講　堂
金1
113：00～15：00

〃

小野田1・2

15日 月 10：00～12：00 下渡川 区　　全　　域 下渡川地区集会施設

16日

9：30～11：00 児洗・一松露 二二集会所
火
13：30～15：00

越表
中水流・田口八ツ山 越表生活改善センター

17日 水
9：30～12：00 野々崎・深谷

13：00～15：00
仲深
下仲瀬・久居原・下水流

仲深地区集落センター

18日 木
9：30～12：00 石原・本村

13：00～15：00
坪谷
赤井笠・上ノ原

坪谷農協支所

19日 金
9：30～12：00 仲崎・多武ノ木・瀬平

13：00～15：00

〃

一谷原・一谷川崎
一谷原理会所

22日 月 9：30～12：00 八重原 区　　全　　域 八重原公民館

23日 火 9：30～15：00 迫野内 東下・東上・西谷

24日 水 9：30～12：00 〃 地内・鹿瀬
迫野内公民館

25日 木 9：30～12：00 田野 区　　全　　域 田野地区集落センター

26日

9：30～12：00 小長野・深瀬・日ケ道・樋田
火
13：00～15：00

羽坂 　　　　　　　　　　　羽坂生活改善センター
･野・羽坂・沖之水流・井尻 1

29日 月 9：00～16：00
町内全域　確定申告義務者　1役　場　講　堂

3月1日　　　1 火 9：00～16：001

ヨ 9：30～12：00！ 出口　　　　　　　　　1
ト仲野原（三）公民館i福瀬

仲野原1・2・3

3日 木
9：30～12：00 上村1・2・3

13：00～15：00

〃

下村・鳥川
福瀬公民館

4日

9：30～12：00 広瀬
金繭。　　　　　　　． 〃

　　　　、咩c尾・つとぎ
広瀬生活改善センター

7日、月19：30～ユ2：001鶴野内 大工野・おもだか・中山 大工野地区集落センター

8日1火19：30～12：00：　〃 下村・山内・中水流・前田 鶴野内公民館

　2X日1 中尾・吉ム田・長崎水ぎ÷÷÷寺迫
庭田

庭田公民館

ユ0日 　　ﾘ
！9：30～12：00 山ノロ・落鹿

13：00～15：00

〃

寺山
寺迫公民館

、
つご、

つ
と報町

（3）

昭和63年2月号

交
際
費
、
光
熱
水
費
、
事
業
用
借
入

金
の
支
払
利
息
、
地
代
、
家
賃
等
V

及
び
生
命
保
険
料
の
領
収
書

が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
書
類
の
外
に
、
印
か
ん
、

健
康
保
険
証
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
所
得
税
の
還
付
申
告
（
払

い
戻
し
請
求
）
を
す
る
人
は
源
泉
徴

収
票
を
、
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

は
病
院
の
領
収
書
・
通
院
証
明
書
を

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

別表2

主な所得控除一覧表

所
得
税
の
確
定
申
告

［
2
月
2
9
日
と
3
月
1
日
一
役
場
講
堂
で
一
］

　
所
得
税
は
、
毎
年
一
月
一
日
か
ら

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
に

生
じ
た
所
得
に
つ
い
て
課
税
さ
れ
ま

す
か
ら
、
翌
年
の
始
め
に
は
前
年
中

に
確
定
し
た
所
得
金
額
を
計
算
し
、

そ
の
所
得
金
額
に
対
す
る
税
額
を
算

出
し
て
二
月
十
五
日
か
ら
三
月
十
五

日
ま
で
の
間
に
申
告
し
、
納
税
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
申
告
の
こ
と
を
確
定
申
告
と

い
い
ま
す
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
に
は
、
税
務
署
か
ら
申
告
書
用

紙
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
共
に
申
告
相

談
の
案
内
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
申
告
書
の
送
付
を
受
け
た
人
は
、

必
ず
書
類
に
目
を
通
し
、
所
得
と
税

所得控除の種類 所　　得　　税 町　県　民　税

基　　礎　　控　　除 1　　　33万円 28万円

同居特別障害　　　　52万円 36万円

配偶者控除 老　　　人 44万円 29万円

一　　　般 38万円 28万円

同居特別障害 47万円 36万円

扶養控除
@　　　i

一　　　般 33万円 28万円

、同　　　居 46万円 33万円
老人扶養控除

別　　　居 39万円 29万円

特　　　別 33万円 26万円
障害者控除

普　　　通 25万円 24万円

老　年　者　控　除 25万円 24万円

寡婦　（夫）控除 25万円　　　　　　1 24万円

勤労学生　控除 25万円　　i　24万円

社会保険料控除 支払額の全額　1　　同　　　　　左

　伽

ｶ命保険料控除

（最　　高）　5万円　　　i（最高）　3万5千円　　　　　　　　　i（個人年金｝　5万5千円　i（個人年金）3万8千5百円

損害保険料控除

（短期最高）　3千円　　　1

i長期最高）1万5千円

S計最高限度）1万5千円

な　　　　　し

医　療　費　控　除 （最　　高）200万円 同　　　　　左

額
を
正
し
く
計
算
し
て
指
定
さ
れ
た

日
に
、
所
定
の
相
談
会
場
で
申
告
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の
必
要
な
人

　
な
お
申
告
書
の
送
付
を
受
け
な
く

て
も
、
次
の
人
は
確
定
申
告
が
必
要

で
す
。

①
所
得
金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控

除
や
扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
額

（
別
表
二
）
の
合
計
額
を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
者
で
給
与
以
外
の
所
得

の
金
額
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

（
二
十
万
円
に
は
肉
用
牛
の
売
却
に

よ
る
免
税
所
得
も
含
ま
れ
る
）

③
給
与
所
得
者
で
二
ヵ
所
以
上
か
ら

給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
人
で
、

年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
従
た
る

給
与
の
収
入
金
額
と
そ
の
他
の
所
得

金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を
超
え

る
人

税
金
の
還
付
申
告

　
一
年
間
の
所
得
に
つ
い
て
税
額
を

計
算
し
て
み
る
と
、
源
泉
徴
収
や
予

定
納
税
で
既
に
納
め
て
い
る
税
金
の

方
が
多
く
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

①
給
与
所
得
者
で
年
の
中
途
で
退
職

し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た
た
め

年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人
（
源

泉
徴
収
票
が
必
要
）

②
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や
医

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
人
（
必
要
書
類
は

雑
損
控
除
1
1
損
失
の
金
額
を
証
す
る

も
の
、
医
療
費
控
除
1
1
領
収
書
、
通

院
証
明
書
、
住
宅
取
得
控
除
1
1
家
屋

の
登
記
簿
謄
本
、
新
築
工
事
請
負
契

約
書
、
売
買
契
約
書
、
住
民
票
抄
本
、

金
融
機
関
等
の
住
宅
取
得
に
係
る
融

資
額
の
償
還
金
額
等
証
明
生
日
）

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
所
得
税

の
年
税
額
と
既
納
税
額
と
の
差
、
す

な
わ
ち
、
納
め
過
ぎ
た
税
額
は
税
務

署
か
ら
払
い
戻
し
を
受
け
ら
れ
ま
す

が
、
こ
の
た
め
に
は
、
必
ず
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
税
務
署
か
ら
案
内
を
受
け
た
人
は

二
月
二
十
九
日
と
三
月
一
日
に
役
場

講
堂
で
、
そ
れ
以
外
の
人
は
町
県
民

税
の
申
告
相
談
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
で
受
付
け
ま
す
。

輩
　
・

・”

E）

たばこ消費税は

暮らしの中に

生かされて
、

　
　
　
　
　
　

し
さ
す

ら
か
ま

　
　
　
　
い

●たばこは地元で買いましょう。



昭和63年2月号（4）、
つ
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と報町

他
慌
難
点
飼
禽
L
鎗
．
怠
る

63

N
4
月
1
日
半
ら

う
に
、
こ
の
地
籍
調
査
が
長
い
年
月

を
要
し
、
い
か
に
困
難
な
事
業
で
あ

る
か
が
図
り
知
れ
ま
す
。

　
本
町
の
場
合
、
町
全
面
積
は
、
二

一
八
・
六
一
日
㎞
　
（
一
一
一
、
八
六
一
㎞
）

あ
り
ま
す
が
、
国
有
林
・
開
拓
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
等
の
一
八
・
一
五
㎞
を

除
い
た
二
〇
〇
・
四
六
㎞
が
要
調
査

面
積
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
を
三
十
五
年
間
で
実
施
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

迫
区
で
甲
地
番
区
域
の
字
向
原
を
実

施
い
た
し
ま
す
。

『
で
は
、
地
籍
調
査
と
は

ど
う
い
う
も
の
な
の
か
。
』

三
十
五
年
間
で
実
施

　
県
内
四
十
四
市
町
村
の
内
、
三
十

七
、
（
八
四
％
）
の
市
町
村
で
既
に

地
籍
調
査
が
実
施
（
完
了
・
休
止
市

町
村
を
含
む
）
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
宮
崎
県
に
お
い
て
は
、
昭
和
三
十

三
年
度
か
ら
着
手
さ
れ
、
要
調
査
面

積
に
対
す
る
進
捗
率
は
二
九
・
三
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
的
に
は
、
昭
和
二
十
六
年
か

ら
着
手
、
二
〇
】
六
（
六
二
％
）
の

市
町
村
で
実
施
（
完
了
・
休
止
市
町

村
を
含
む
）
さ
れ
、
そ
の
進
捗
率
は
、

三
二
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
進
捗
率
を
み
て
も
分
か
る
よ

腿幽
．
　
鴨

喩

窄

　一o’ u　　マ
　　境界が明らかになって安心酬

実
　
施
　
の
　
順
　
序

　
実
施
の
順
序
と
し
て
は
、
本
町
に

は
、
大
字
が
四
（
大
字
山
陰
、
八
重

原
・
迫
之
内
、
下
三
ケ
、
坪
谷
）
、

大
字
山
陰
の
下
に
は
十
干
の
内
甲
・

乙
・
丙
・
丁
・
戊
・
己
・
庚
・
辛
の

八
つ
が
あ
り
更
に
そ
れ
ら
の
下
に
二

〇
四
の
小
字
が
あ
り
ま
す
。

　
行
政
区
は
十
二
区
あ
り
ま
す
が
、

大
字
・
十
干
が
そ
の
行
政
区
を
お
お

む
ね
現
わ
し
地
番
区
域
を
形
成
し
、

字
を
網
羅
し
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
行
政
区
ご
と

の
地
番
区
域
の
内
、
字
ご
と
に
実
施

い
た
し
ま
す
。
六
十
三
年
度
は
、
寺

　
人
に
関
す
る
記
録
と
し
て
戸
籍
が

あ
り
、
日
本
の
国
民
に
し
て
戸
籍
の

な
い
人
が
い
な
い
よ
う
に
、
土
地
に

関
す
る
記
録
と
し
て
地
籍
が
あ
り
、

日
本
の
国
土
に
し
て
地
籍
の
な
い
土

地
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
し
か
も
正

確
に
漏
れ
な
く
記
録
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
地
籍
調

査
は
、
土
地
の
国
勢
調
査
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
登
記
所
（
法
務
局
）
に
備

え
ら
れ
て
い
る
字
図
、
土
地
登
記
簿

は
明
治
の
初
期
の
地
租
を
徴
収
す
る

こ
と
を
主
た
る
目
的
と
し
て
な
さ
れ

た
地
租
改
正
事
業
、
地
券
の
発
行
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
を
基
礎
に
加

除
修
正
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
も
の

で
す
。
特
に
当
時
つ
く
ら
れ
た
字
図

は
、
幼
稚
な
測
量
技
術
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
長
い
年
月
を
経
る
中
で
、

現
況
の
移
り
変
わ
り
等
に
よ
っ
て
大

切
な
土
地
の
境
界
紛
争
の
原
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
籍
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
地
籍
を
明
確
に
し
て
、

よ
り
良
い
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
し
か
も
、
字
図
が
作
成
さ
れ

て
第
三
の
世
代
交
代
期
を
迎
え
て
お

り
、
そ
の
緊
急
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

『
ど
の
よ
う
に
地
籍
を

明
確
に
し
て
い
く
の
か
。
』

　
地
籍
調
査
は
現
在
あ
る
字
図
を
基

に
現
地
に
あ
る
一
筆
ご
と
の
土
地
に

つ
い
て
、
そ
の
所
有
者
、
地
番
、
地

目
及
び
境
界
を
正
し
く
調
査
し
て
、

最
新
の
測
量
技
術
に
よ
っ
て
精
度
の

高
い
地
図
（
地
籍
図
）
と
簿
冊
（
地

籍
簿
）
を
作
成
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
地
籍
簿
に
基
づ
い
て

登
記
所
の
表
題
部
が
、
修
正
さ
れ
、

地
籍
図
は
、
現
在
の
字
図
に
代
わ
っ

て
登
記
所
に
備
え
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
地
籍
調
査
は
、
土
地
の
所
有
者
、

地
番
、
地
目
及
び
境
界
を
正
し
く
調

査
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
も
の
で
す
。

　
し
た
が
い
ま
し
て
、
隣
接
す
る
土

地
の
所
有
者
の
立
会
い
が
絶
対
的
な

も
の
で
、
そ
の
立
会
い
に
よ
り
境
界

が
確
定
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
調
査
で

立
会
い
が
出
来
な
か
っ
た
り
、
確
定

出
来
な
か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
ま
ま

「
筆
界
未
定
」
と
し
て
調
査
し
、
将

来
に
渡
っ
て
境
界
を
設
定
す
る
こ
と

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
「
筆
勢
未
定
」
が
生
じ
な

い
こ
と
が
、
こ
の
調
査
の
意
義
で
す
。

　
こ
の
作
業
が
済
む
と
一
筆
ご
と
の

境
界
に
打
た
れ
た
「
境
界
杭
」
を
測

量
い
た
し
ま
す
。
こ
の
測
量
は
、
経

度
・
緯
度
（
座
標
値
）
で
測
量
さ
れ
、

災
害
等
で
土
地
が
流
出
し
て
も
、
現

地
に
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
を
図
上
で
面
積
測
定
し
、
土

地
所
有
者
の
皆
さ
ん
の
閲
覧
を
受
け

誤
り
等
を
修
正
し
て
県
知
事
の
「
認

証
」
を
受
け
ま
す
。
そ
の
結
果
、
地

籍
簿
は
登
記
所
の
登
記
簿
の
表
題
部

を
修
正
し
、
地
籍
図
は
字
図
に
代
わ

っ
て
登
記
所
に
備
え
付
け
ら
れ
地
籍

調
査
は
終
了
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
の
計
画
で
は
、
現
地
の
調
査

か
ら
測
量
ま
で
を
初
年
度
に
面
積
の

測
定
か
ら
認
証
、
登
記
所
へ
の
送
付

を
次
年
度
に
実
施
い
た
し
ま
す
。

（
二
年
サ
イ
ク
ル
）

　
こ
の
事
業
の
経
費
に
つ
い
て
は
、

全
額
国
・
県
・
町
で
負
担
を
す
る
も

の
で
境
界
杭
以
外
は
↓
斉
、
個
人
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
又
、
課
税
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

地
目
に
つ
い
て
は
、
現
況
で
課
税
い

た
し
ま
す
が
地
積
に
つ
い
て
は
、
全

事
業
完
了
後
（
現
在
の
計
画
で
は
昭

和
九
十
七
年
V
に
課
税
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　
以
上
、
地
籍
調
査
の
概
略
を
説
明

い
た
し
ま
し
た
が
、
あ
く
ま
で
、
字

図
を
基
に
現
地
を
確
認
し
て
い
く
も

の
で
土
地
所
有
者
の
立
会
い
が
絶
対

的
な
条
件
と
な
り
ま
す
。

　
実
施
に
先
立
っ
て
説
明
会
を
行
な

い
ま
す
が
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
の

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

開
発
整
備
課
地
籍
係

、
つご、

つ
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　　▼九州大会で準優勝
　　　　　　　　全国大会に出場
　去る12月25日、6日に熊本県で開催された、

中学校秋期大会の九州大会に出場した坪谷中学

校庭球部は、この大会でも準優勝し、3月28日

に大阪で開催される全国大会に出場します。ま

た、1月17日に宮崎市で開かれた、中学生選抜

インドア選手権大会（個人戦）において、山床

猛富、日高一彦組（写真）が優勝しました。

▲入浴サービス車を寄贈
　東郷町社会福祉協議会に「24時間テレビ・愛は地

球を救うチャリティ委員会」から、このほど入浴専

用サービス車（はるかぜ号）が寄贈されました。

　この入浴サービス車は、寝たきりの方々を対象に

ベッドの横で入浴できるような器具を備えたもので

福祉協議会では、週2回午前と午後に分けて、はる

かぜ号を走らせたいと話しています。

＜
総
合
優
勝
は

　
　
　
鶴
野
内

　
消
防
出
初
式
が
、
一
月
五
日
、
町

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
十
二
部
が
参
加
し
、
規
律

訓
練
と
小
型
ポ
ン
プ
発
水
競
技
に
日

頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
総
練
の
部
で
鶴
野
内
（
八
部
）
、
小

型
ポ
ン
プ
幹
線
競
技
の
部
は
田
野
（

十
部
）
、
総
合
で
鶴
野
内
（
八
部
）
が

そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

チ
い
ホ
蚕短
歌

レ
大
人
の

　
　
　
仲
間
入
り

　
町
の
成
人
式
が
、
一
月
四
日
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
＝
二
】
二
名
の
方
が
二
十

歳
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

当
日
は
一
一
二
人
が
出
席
し
、
小
野

田
の
都
甲
忠
弘
さ
ん
が
誓
い
の
こ
と

ば
を
述
べ
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま

し
た
。

妻
妾
雲
蹉
葦
妻
奎
茎
～
螢
葉
蚕

尾
鈴
短
歌
会

テ
レ
ゼ
塔
に
灯
は
点
り
つ
つ
秋
ふ
か

く
黒
仁
田
山
に
瞬
く
と
せ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
藤
　
延
世

＜
山
桜
を
植
栽

　
十
二
月
二
十
九
日
、
宮
崎
市
在
住

の
東
郷
町
人
会
の
メ
ン
バ
ー
六
人
が

牧
水
公
園
を
訪
れ
、
町
の
木
山
桜
を

百
本
、
公
園
周
辺
に
植
栽
し
ま
し
た
．
、

　
う
ち
五
十
本
は
、
宮
崎
相
互
銀
行

の
木
村
栄
一
郎
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
も
の
で
す
．
．

郵
～
チ
云
螢
ε
｝
疑
葦
～
づ
葦
メ
芸
チ
～
6
量
づ
妻
づ
～
づ
葦
二
，
～
奎
ρ
～
姫
～
が
筆
…
～
．
チ
竃
蚕
4

走
り
終
え
崩
れ
る
ご
と
く
手
を
つ
き

て
地
に
伏
す
三
等
吐
息
は
げ
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

米
作
る
圃
場
は
広
く
整
備
さ
れ
春
の

作
付
け
い
た
く
待
た
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

高
千
穂
の
む
ら
山
す
が
し
朝
ま
だ
き

ホ
テ
ル
の
窓
に
煙
草
の
う
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
　
鶴
男

戸
沢
藩
船
番
所
と
書
か
れ
い
る
番
し

の
居
り
し
最
L
川
下
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄
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田
野
区
は
旧
東
郷
口
近
く
に
注
い

で
い
る
椎
谷
川
に
沿
う
て
家
並
が
あ

り
、
面
積
十
四
・
二
七
平
方
粁
で
小

野
田
区
よ
り
広
く
、
迫
野
内
区
よ
り

梢
狭
い
。
山
林
、
原
野
が
広
い
と
言

う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
人
口

は
二
五
九
人
で
八
重
原
区
、
越
表
区

等
と
並
ん
で
人
口
が
少
な
い
。

　
実
行
組
合
は
田
野
、
佃
野
、
稲
葉

野
の
三
組
合
に
分
れ
て
い
ま
す
。

　
田
野
区
は
以
前
よ
り
き
ま
り
の
よ

い
区
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

区
で
あ
り
ま
す
。

　
私
も
小
野
田
区
長
を
八
年
近
く
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
当
時
の
区田野の東側を通るバイパス

長
田
原
票
房
氏
よ
り
し
ば
し
ば
話
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。
河
川
美
化
運
動

が
強
く
要
望
さ
れ
た
時
に
、
こ
こ
で

は
午
前
中
道
路
掃
除
を
な
し
、
午
後

は
椎
谷
川
の
よ
し
切
り
を
開
始
し
た

の
で
す
．
．
よ
し
草
が
何
処
の
河
川
で

も
は
び
こ
っ
て
困
っ
て
い
る
時
、
こ

の
刈
り
取
り
を
始
め
た
の
で
す
。

　
区
民
の
中
に
は
当
初
反
対
の
声
も

あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
田
原
区
長
は

断
固
こ
れ
を
実
行
し
た
．
、
小
野
田
区

で
は
大
谷
川
、
老
谷
川
の
一
部
を
実

行
し
た
が
、
椎
谷
川
ほ
ど
で
は
無
い
。

興
野
内
川
で
も
実
施
し
た
例
は
あ
り

ま
す
。
田
野
区
は
椎
谷
川
改
修
で
流

れ
が
変
り
、
よ
し
草
も
少
な
く
な
っ

た
が
、
五
年
も
た
つ
と
再
び
は
び
こ

っ
て
来
た
の
で
す
。
田
原
区
長
は
五

ヶ
年
区
長
を
継
げ
て
実
践
し
た
の
で
、

現
在
は
行
事
と
し
て
続
け
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

　
次
に
毎
月
常
会
を
必
ず
開
催
し
て

諸
種
の
集
金
を
な
す
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
町
の
区
長
会
が
あ
っ
た
後
、
組

合
二
会
が
あ
り
、
そ
の
後
に
実
行
組

合
宅
或
は
集
会
所
に
世
帯
主
全
員
集

り
い
わ
ゆ
る
常
会
を
開
き
、
区
長
の

伝
達
や
そ
の
他
の
協
議
を
済
ま
せ
る
。

そ
し
て
諸
種
の
集
金
が
始
ま
る
の
で

す
。　
こ
の
集
金
会
な
る
も
の
が
毎
月
常

会
が
催
さ
れ
る
所
以
で
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
、
健
康
保
険
税
、
区
費
、

そ
の
月
の
税
金
、
水
道
料
、
組
合
費

等
と
に
か
く
月
に
集
金
す
べ
き
も
の

を
皆
持
ち
よ
っ
て
組
合
長
が
集
め
る

き
ま
り
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
滞
納

が
無
い
こ
と
と
、
常
会
が
毎
月
開
催

さ
れ
て
区
民
の
連
帯
意
識
が
旺
盛
で

あ
る
こ
と
に
は
敬
服
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　
他
言
で
は
納
税
組
合
長
が
、
各
家

を
廻
っ
て
集
金
す
る
様
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
田
野
方
式
を
私
は
奨
め
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　
次
に
定
例
農
休
日
を
毎
月
第
三
日

曜
を
家
庭
の
日
と
定
め
、
そ
の
日
は

全
戸
が
必
ず
仕
事
を
休
む
こ
と
に
し

（八、

，若山牧水・
て》Q照XX胤ノVi臨．v琶．d＞・

牧
水
の

　
　
　
小

説

古
い
村
㈹

塩
月
儀
市

　
そ
の
翌
春
、
自
分
は
中
学
を
卒
業

す
る
と
同
時
に
ひ
そ
か
に
郷
里
を
逃

げ
出
し
て
東
京
え
出
て
、
濁
る
私
立

学
校
の
文
学
科
に
入
っ
て
穿
っ
た
。

　
卒
業
前
、
父
は
わ
ざ
／
．
＼
村
か
ら

自
分
を
中
学
の
寄
宿
舎
ま
で
訪
ね
て

来
て
、
い
つ
も
に
似
ず
消
然
と
、
何

卒
こ
の
場
合
精
神
を
堅
固
に
て
迷
わ

ぬ
よ
う
に
心
が
け
て
呉
れ
と
お
も
む

ろ
に
哀
訴
す
る
よ
う
に
自
分
に
注
意

し
た
，
、

て
い
ま
す
。
以
前
は
毎
月
二
十
五
日

が
農
休
日
だ
っ
た
の
を
、
家
庭
の
日

に
改
め
た
と
の
こ
と
で
、
こ
の
家
庭

の
日
を
有
意
義
に
実
行
し
て
い
る
こ

と
も
亦
他
の
範
と
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
．

　
生
産
森
林
組
合
も
あ
り
世
盛
塚
を

は
じ
め
多
く
の
美
林
も
あ
り
ま
す
、

国
道
四
四
六
号
線
開
通
と
、
新
東
郷

橋
架
橋
、
国
産
材
加
工
施
設
に
よ
る
、

田
野
区
の
将
来
は
明
る
い
期
待
を
持

つ
こ
と
が
出
来
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

　
迷
わ
ぬ
よ
う
に
と
は
、
父
は
か
ね

て
自
分
を
真
実
医
者
に
す
る
つ
も
り

で
あ
り
、
自
分
は
文
学
を
や
る
と
言

い
張
っ
て
、
久
し
く
言
い
合
っ
た
の

で
あ
っ
た
が
、
終
に
自
分
は
内
心
策

を
か
ま
え
て
、
表
面
だ
け
父
の
意
に

従
う
よ
う
に
曽
っ
て
誓
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
、
何
卒
そ
の
誓
い
を
卜

う
し
て
く
れ
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
け
れ
ど
も
自
分
は
終
に
こ
の
老
い

た
父
に
そ
む
い
た
。
四
月
六
日
の
夜
、

細
島
港
を
出
帆
す
る
汽
船
某
丸
の
甲

板
に
忍
ん
で
、
離
れ
ゆ
く
日
向
の
土

地
を
眺
め
や
っ
た
時
、
自
分
は
欄
を

つ
か
ん
で
、
父
の
顔
を
思
い
や
っ
た
。

　
三
年
目
に
自
分
は
重
い
病
気
に
か

か
り
父
母
か
ら
招
か
れ
て
国
へ
帰
っ

た
．
．
お
寺
の
よ
う
な
広
い
冷
た
い
座

敷
に
寝
て
い
る
と
漢
を
越
し
て
小
高

く
円
い
丘
に
真
青
に
巌
の
茂
っ
て
い

る
の
が
見
え
る
。
そ
の
丘
は
二
・
三

年
前
ま
で
松
や
檜
の
う
っ
そ
う
と
茂

っ
て
い
た
所
で
あ
る
。

　
そ
の
森
は
父
よ
り
三
代
目
以
前
の

人
と
か
が
植
え
始
め
た
も
の
だ
と
伝

え
ら
れ
て
い
た
。
森
を
め
ぐ
っ
て
深

い
渓
が
あ
る
。
丁
度
我
家
か
ら
見
れ

ば
淵
は
青
く
瀬
は
白
く
、
ず
っ
と
森

を
取
巻
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
、

そ
の
辺
一
帯
が
大
き
な
自
然
の
ま
ま

の
庭
園
と
も
な
っ
て
い
る
し
、
朝
夕

斯
う
見
馴
れ
て
は
他
の
処
と
違
っ
て

ど
う
し
て
も
手
離
し
が
た
い
、
こ
れ

ば
か
り
は
ど
う
し
て
も
売
ら
ず
に
置

き
ま
し
ょ
う
と
家
中
皆
が
話
し
合
っ

て
い
た
そ
の
森
も
と
う
と
う
斯
ん
な

青
い
畑
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
よ
く
見
れ
ば
畑
の
隅
の
方
に
粟
ら

し
い
も
の
が
作
っ
て
あ
る
。
も
う
よ

く
実
っ
て
い
る
と
見
え
て
う
す
黄
に

色
づ
い
た
そ
の
畑
の
中
に
男
が
】
人

女
が
二
人
真
昼
の
日
光
を
浴
び
て
せ

っ
せ
と
そ
れ
を
刈
っ
て
い
る
。
唄
も

う
た
わ
ず
、
鎌
の
み
が
時
々
ぴ
か
ぴ

か
光
る
。

　
或
日
の
こ
と
、
母
が
幼
い
子
供
を
抱

い
て
笑
い
な
が
ら
二
階
に
上
っ
て
来

た
。
不
思
議
に
思
っ
て
見
て
い
る
と
、

母
は
自
分
の
枕
も
と
に
座
っ
て
、
そ

の
手
を
自
分
の
方
に
押
し
向
け
て
、

な
お
笑
っ
て
い
る
。
田
舎
者
の
産
ん

だ
ら
し
く
も
な
い
可
愛
ら
し
い
男
の

子
だ
。

、
つ
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⑳
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長
　
嶺
　
伸
　
彦

　
「
か
ぜ
症
候
群
」
と
は
、
急
性
呼

吸
器
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
と
ほ
ぼ
同
じ

意
味
で
用
い
ら
れ
ま
す
、

　
こ
の
「
か
ぜ
症
候
群
」
の
病
原
ウ

／
、
ル
ス
は
、
数
多
く
の
も
の
が
知
ら

れ
て
お
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
他
「
か
ぜ
症
候
群
」
の
病
原
と
な

り
う
る
も
の
と
し
て
各
種
細
菌
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
約
八
○
～
九
（
〕
％

は
前
述
の
ウ
ィ
ル
ス
が
原
因
で
す
、

　
こ
れ
ら
の
病
原
体
に
よ
り
鼻
水
、

鼻
づ
ま
り
、
の
ど
の
痛
み
、
咳
と
い

っ
た
呼
吸
器
症
状
と
と
も
に
、
熱
、

頭
痛
、
体
が
だ
る
い
な
ど
の
全
身
症

状
が
現
れ
、
お
よ
そ
一
週
間
の
経
過

で
治
っ
て
行
き
ま
す
、

　
こ
の
「
か
ぜ
症
候
群
」
は
、
い
わ

ゆ
る
「
か
ぜ
」
と
し
て
患
者
さ
ん
に

は
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
様
で
す
、

たばこは

控えめに〃

　　一、㌧

・
聾
臨

　
、

患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
は
「
か
ぜ
」
の

診
断
を
聞
く
と
何
か
不
信
そ
う
な
、
あ

る
い
は
も
っ
と
悪
い
病
気
で
は
な
い

か
と
い
う
様
な
顔
を
さ
れ
る
方
が
時

々
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
確
か
に
か
ぜ
の
よ
う
な
症
状
で
始

ま
る
疾
患
は
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ

は
病
状
の
経
過
や
薬
の
効
果
な
ど
に

よ
り
、
あ
る
程
度
見
き
わ
め
る
こ
と

が
可
能
で
す
。

　
今
回
、
　
「
か
ぜ
」
を
取
り
上
げ
ま

し
た
の
は
、
こ
の
「
か
ぜ
一
に
は
次

に
掲
げ
る
様
に
種
々
の
種
類
、
程
度

の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
た
め
で
す
．
．

　
具
体
的
に
は
①
普
通
感
冒
（
も
っ

と
も
多
く
、
鼻
炎
症
状
が
主
）
②
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
③
咽
頭
炎
④
咽
頭
結

膜
熱
（
ア
ー
ル
熱
）
⑤
ク
ル
ー
プ
（
小

児
に
多
く
、
呼
吸
困
難
を
伴
う
）
⑥

気
管
支
炎
⑦
異
型
肺
炎
⑧
肺
炎
な
ど

で
す
．
．

　
昔
か
ら
「
か
ぜ
」
は
万
病
の
も
と

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
　
「
か
ぜ
」
に
よ

り
体
力
、
抵
抗
力
が
お
ち
れ
ば
二

次
的
に
余
病
を
併
発
し
う
る
と
い
う

い
ま
し
め
と
思
わ
れ
ま
す
．
．

　
現
在
の
医
学
に
お
い
て
は
、
残
念

な
が
ら
こ
れ
ら
の
病
原
ウ
ィ
ル
ス
に

対
し
て
有
効
な
抗
ウ
ィ
ル
ス
薬
は
あ

り
ま
せ
ん
。
治
療
は
も
っ
ぱ
ら
対
症

的
に
、
い
わ
ゆ
る
「
か
ぜ
薬
一
と
し

て
個
々
の
症
状
を
軽
く
す
る
薬
、
具

体
的
に
は
咳
止
め
、
疲
切
り
、
痛
み

止
め
、
細
菌
が
関
与
し
て
い
る
時
の

抗
生
物
質
な
ど
で
す
．
、

　
予
防
に
つ
い
て
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
行
わ
れ
て
い

る
程
度
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
頃
よ

り
体
力
を
向
上
さ
せ
る
運
動
や
食
事

に
対
す
る
気
配
り
が
大
事
と
思
わ
れ

ま
す
．

　
そ
し
て
「
か
ぜ
」
に
な
っ
た
ら
安

静
、
保
温
、
栄
養
、
そ
し
て
タ
バ
コ

等
は
控
え
る
と
い
っ
た
基
本
的
な
注

意
と
処
方
さ
れ
た
薬
を
き
っ
ち
り
と

服
用
す
る
と
い
っ
た
事
が
、
　
「
か
ぜ
」

を
こ
じ
ら
せ
な
い
た
め
の
コ
ツ
と
言

え
ま
し
ょ
う
。

国民年金の

　　　手続きや

納付は

おすみてすか〃
．
O

O

“
O

　
．
●
。
’畷

◎
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
第
三

　
号
被
保
険
者
の
手
続
き
が
必
要
で

　
す
。

　
新
し
い
国
民
年
金
で
は
「
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
（
第
三
号
被
保
険

者
）
」
は
自
ら
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
「

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
（
第
三
号

被
保
険
者
）
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る

た
め
に
は
届
け
出
を
し
て
認
定
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
届

け
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
納
め
な
く
て

も
よ
い
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
り
、
　
「
第

三
号
被
保
険
者
」
と
し
て
の
記
録
が

残
ら
な
い
た
め
将
来
年
金
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
の

で
、
届
け
出
を
忘
れ
て
い
る
方
は
直
ち

に
町
役
場
へ
届
け
出
を
し
て
下
さ
い
。

＠
国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し

　
た
か
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
は
お

済
み
で
し
ょ
う
か
、
納
め
忘
れ
が
な

い
か
お
調
べ
下
さ
い
。
保
険
料
を
納

め
忘
れ
て
い
ま
す
と
、
万
一
の
事
故

の
と
き
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
な
い
ば
か

り
か
、
先
へ
い
っ
て
老
齢
基
礎
年
金

さ
え
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
．
．　
も
し
、
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
あ

れ
ば
す
ぐ
納
め
ま
し
ょ
う
。

◎
四
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
が

　
変
わ
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
の
国
民
年
金
の
保
険
料

は
月
額
七
、
四
〇
〇
円
で
し
た
が
、

昭
和
六
十
三
年
四
月
か
ら
七
、
七
〇

〇
円
と
な
り
ま
す
。

　
町
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納
付
通
知

書
に
よ
り
、
毎
月
納
め
忘
れ
が
な
い

よ
う
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
保

険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
前
納
制
度

を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
．
．
昭
和
六
十

三
年
度
分
を
全
額
一
括
前
納
す
る
と

九
〇
、
一
七
〇
円
に
割
引
き
さ
れ
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
昨
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
、
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ

た
「
赤
い
羽
根
協
同
募
金
」
は
町
民

の
み
な
さ
ん
の
暖
か
い
ご
協
力
で
多

く
の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一、

ﾋ
別
募
金

二、

齡
ﾊ
募
金

三、

@
人
募
金

四、

X
頭
募
金

五、

E
域
募
金

六、

ｻ
の
他

　
　
合
　
計

｝、

Z
一
〇
、
七
〇
〇
円

　
七
一
、
九
六
一
円

　
二
二
二
、
六
〇
五
円

　
三
〇
、
一
九
五
円

　
九
一
、
八
七
〇
円

　
　
　
　
三
五
〇
円

一、

l
二
七
、
六
八
一
円

　
な
お
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
で
老

人
ク
ラ
ブ
の
方
の
集
め
て
い
た
だ
い

た
募
金
は
一
九
三
、
九
二
三
円
で
し
た
。

　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
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農
業
委
員
会
委
員

　
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は

毎
年
］
月
一
日
現
在
で
調
整
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
次
の

日
程
で
縦
覧
に
供
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
縦
覧
期
間
中
に
異
議
申
立

が
な
か
っ
た
場
合
は
、
三
月
三
十
一

日
に
確
定
さ
れ
ま
す
。

▽
縦
覧
期
間

　
　
2
月
2
3
日
～
3
月
8
日

▽
縦
覧
場
所

　
　
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
（
役
場
総
務
課
内
）

宮
崎
県
勤
労
者

持
家
住
宅
建
設
資
金

▽
融
資
条
件

　
O
限
度
額
　
三
〇
〇
万
円

　
o
融
資
期
間
　
二
十
年
以
内

　
O
融
資
利
率
　
三
五
・
五
％

　
O
償
還
方
法
　
原
則
と
し
て
元
利

　
　
　
　
　
　
均
等
月
賦
払

▽
融
資
対
象
者

　
住
宅
金
融
公
庫
融
資
、
年
金
福
祉

事
業
団
融
資
、
公
務
員
等
共
済
組
合

融
資
の
い
ず
れ
か
を
受
け
て
専
用
住

宅
を
新
築
さ
れ
る
方
で
次
の
各
号
の

全
て
に
該
当
す
る
方
．
、

①
県
内
に
居
住
す
る
勤
労
者
で
、
同

　
居
家
族
を
有
し
、
自
己
所
有
の
住

　
宅
を
有
し
な
い
者
．
、

②
世
帯
年
収
が
概
ね
七
〇
〇
万
円
以

　
下
で
、
申
込
者
の
年
収
が
世
帯
年

　
収
の
二
分
の
一
以
上
。

③
最
終
償
還
時
の
年
令
が
七
十
歳
未

　
満
の
者
、
た
だ
し
、
承
継
償
還
が

　
で
き
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

▽
取
扱
金
融
機
関
　
宮
崎
銀
行
、
宮

　
崎
相
互
銀
行
、
西
日
本
銀
行
、
宮

　
崎
県
労
働
金
庫

▽
申
込
の
受
付
期
間

　
昭
和
六
十
三
年
三
月
三
十
一
日
。

　
た
だ
し
、
融
資
予
定
額
に
達
し
た

場
合
は
、
三
月
三
十
一
日
前
で
あ
っ

て
も
締
め
切
り
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

。
宮
崎
県
労
政
課
（
麿
〇
九
八
五
一

　
二
四
－
一
一
一
一
）

O
延
岡
商
工
労
政
事
務
所
又
は
、
取

　
扱
金
融
機
関

間
合
せ
電
話
は

　
　
「
「
一
六
」
に

　
　
　
　
変
わ
り
ま
す

　
電
話
新
設
や
移
転
の
申
込
、
電
話

三
等
の
問
い
合
わ
せ
ば
、
五
三
局
○

○
○
○
番
で
受
け
付
け
て
い
ま
し
た

が
、
一
月
六
日
目
ら
、
電
話
番
号
が

局
番
な
し
の
』
一
六
し
に
変
わ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
の
、
電
話
料
金
、
電
話
番

号
の
問
い
合
わ
せ
、
故
障
、
電
報
な

ど
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

春
の
全
国

　
　
火
災
予
防
運
動

　
　
　
　
2
月
2
9
日
～
3
月
1
3
日

　
火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
や
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨

　
て
を
し
な
い
。

②
子
供
に
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

　
遊
ば
せ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

　
な
い
。

④
天
・
。
か
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

　
場
を
離
れ
な
い
。

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

　
を
置
か
な
い
。

⑥
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

　
近
づ
け
な
い
。

職
員
の
異
動

　
職
員
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
採
用
　
甲
斐
由
美
（
開
発
整
備
課
）

▽
異
動

。
開
発
整
備
課
長
　
都
甲
哲
郎
（
議

会
事
務
局
長
）
　
O
老
人
ホ
ー
ム
園

長
甲
斐
久
生
（
開
発
整
備
課
長
）

o
議
会
事
務
局
長
　
沖
田
征
郎
（
農

政
課
長
補
佐
）
　
O
農
政
課
長
補
佐

三
浦
正
教
（
開
発
整
備
課
管
理
係
長
）

O
開
発
整
備
課
主
幹
　
塩
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